
営
業
所
開
設
…
村
田
金
箔
グ

ル
ー
プ
（
村
田
淳
社
長
）
は
６

月
５
日
㈮
、
千
葉
営
業
所
を
開

設
す
る
。

〒
２
６
０
―
０
４
８
３
　
千

葉
県
千
葉
市
中
央
区
末
広
３
―

３
―
７
―
１
０
１

☎
０
４
３
・
３
１
２
・
１
７
５
０

FAX
０
４
３
・
３
１
２
・
１
７
５
１

本
社
移
転
…
東
洋
粘
着
資
材

㈱（
横
田
光
社
長
）は
こ
の
ほ
ど
、

本
社
を
次
の
住
所
に
移
転
し
た
。

電
話
番
号
等
に
変
更
な
い
。

〒
１
０
４
―
０
０
３
１
　
東

京
都
中
央
区
京
橋
２
―
１１
―
４

カ
ク
ト
ビ
ル
宝
町
３
Ｆ

本
社
・
東
京
営
業
所
移
転
…

シ
ノ
ム
ラ
化
学
工
業
㈱
（
加
來

正
年
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
本

社
と
東
京
営
業
所
を
移
転
し
た
。

本
社
…
〒
４
３
７
―
０
０
１

２
　
静
岡
県
袋
井
市
国
本
２
９
１

☎
０
５
３
８
・
４
２
・
７
１
６
１

FAX
０
５
３
８
・
４
２
・
７
１
６
４

東
京
営
業
所
…
〒
１
０
４
―

０
０
６
１
　
東
京
都
中
央
区
銀

座
５
―
１２
―
８
　
王
子
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
１
号
館
２
Ｆ

☎
０
３
・
５
５
５
０
・
３
２
１
０

FAX
０
３
・
５
５
５
０
・
２
１
２
７

流
通
セ
ン
タ
ー
を
移
転
…
ア

イ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
㈱
（
井
上

雅
伸
社
長
）
は
６
月
２１
日
㈫
か

ら
、
流
通
セ
ン
タ
ー
を
次
の
住

所
に
移
転
す
る
。

〒
１
３
６
―
０
０
７
１
　
東

京
都
江
東
区
亀
戸
４
―
５２
―
１７

　
し
ら
ひ
げ
ビ
ル

☎
０
３
・
６
８
０
７
・
０
８
２
５

FAX
０
３
・
６
８
０
７
・
０
８
２
６

精
工
の
新
社
長
に
林
正
規
氏

…
㈱
精
工
（
大
阪
市
北
区
西
天

満
）
の
代
表
取
締
役
社
長
に
こ

の
ほ
ど
、
専
務
取
締
役
の
林
正

規
氏
が
就
任
し
た
。
な
お
、
林

健
男
前
社
長
は
代
表
取
締
役
会

長
と
な
っ
た
。

ビ
デ
オ
ジ
ェ
ッ
ト
・
エ
ッ
ク

ス
ラ
イ
ト
㈱
の
一
部
門
と
し
て

米
エ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ト
の
製
品
を

国
内
展
開
す
る
エ
ッ
ク
ス
ラ
イ

ト
社
（
東
京
都
江
東
区
青
海
、

南
文
輝
社
長
、
☎
０
３
・
５
５ 

７
９
・
６
５
４
５
）
は
こ
の
ほ

ど
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷
向
け
色

管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
Ｐ
ａ

ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
の
普

及
で
東
洋
イ
ン
キ
㈱
（
東
京
都

中
央
区
京
橋
、山
﨑
克
己
社
長
、

☎
０
３
・
３
２ 

７
２
・
３
４ 

３
５
）
と
提

携
。
東
洋
イ
ン

キ
が
認
定
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て

国
内
販
売
に
注
力
す
る
新
体
制

を
発
表
し
た
。

Ｐ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

は
、
遠
隔
地
間
で
情
報
共
有
し

や
す
い
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
の
仕

組
み
で
、
エ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ト
の

子
会
社
・
パ
ン
ト
ン
の
色
見
本

に
準
拠
。
印
刷
方
式
や
基
材
の

特
性
を
反
映
し
た
近
似
色
の
リ

ス
ト
が
各
色
に
用
意
さ
れ
、
こ

れ
ら
近
似
色
と
、
調
色
段
階
や

印
刷
後
に
測
色
し
た
結
果
を
そ

の
都
度
対
照
し
て
色
ブ
レ
の
拡

大
を
抑
え
る
。

近
似
色
や
測
色
結
果
は
ネ
ッ

ト
経
由
で
参
照
で
き
、
ブ
ラ
ン

ド
オ
ー
ナ
ー
は
印
刷
へ
の
立
ち

会
い
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
。

印
刷
会
社
は
同
一
製
品
を
複
数

拠
点
で
生
産
し
て
も
仕
上
が
り

を
統
一
し
や
す
く
な
る
。

同
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
適

合
が
認
証
さ
れ
た
イ
ン
キ
メ
ー

カ
ー
は
、
日
本
で
は
東
洋
イ
ン

キ
が
初
め
て
。
南
社
長
は
「
協

業
を
機
に
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ

ア
地
域
で
Ｐ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
の
存
在
感
を
高
め
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
東
洋
イ
ン

キ
事
業
企
画
部
の
山
内
隆
志
部

長
は
「
Ｐ
ａ
ｎ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
は
日
本
で
ラ
ベ
ル
生
産
に

多
用
さ
れ
る
レ
タ
ー
プ
レ
ス
方

式
に
も
対
応
。
特
に
複
数
の
生

産
拠
点
を
持
つ
印
刷
会
社
へ
利

点
を
訴
求
し
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
の
㈱
ワ

イ
ド
テ
ッ
ク
（
東
京
都
江
東
区

亀
戸
、
李
光
一
郎
社
長
）
は
こ

の
ほ
ど
、
中
国
国
内
の
正
規
品

認
証
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
支
援

事
業
を
開
始
。
日
本
の
ブ
ラ
ン

ド
オ
ー
ナ
ー
が
輸
出
品
に
貼
付

す
る
２
次
元
コ
ー
ド
入
り
可
変

情
報
ラ
ベ
ル
の
生
産
委
託
先
を

募
集
し
て
い
る
。

今
回
同
社
が
対
応
の
支
援
を

行
う
の
は
「
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
正
規
品

認
証
サ
ー
ビ
ス
」。
中
国
の
通

販
企
業
な
ど
が
加
盟
す
る
公
的

団
体
「
中
国
電
子
商
会
（
Ｃ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
）」
が
、
同
国
内
で
流
通

す
る
正
規
品
と
消
費
者
を
保
護

す
る
目
的
で
今
年
４
月
に
運
用

を
開
始
し
た
。
専
用
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
携
帯
端
末

の
カ
メ
ラ
で
商
品
上
の
「
正
規

品
認
証
シ
ー
ル
」
を
読
み
取
る

と
、
サ
ー
バ
ー
へ
の
照
会
結
果

が
表
示
さ
れ
る
仕
組
み
で
、
日

本
で
は
ワ
イ
ド
テ
ッ
ク
が
初
の

窓
口
と
な
る
。

認
証
サ
ー
バ
ー
な
ど
の
コ
ス

ト
は
シ
ー
ル
代
金
（
１
枚
５
円

程
度
）
に
含
ま
れ
、
ブ
ラ
ン
ド

オ
ー
ナ
ー
は
ワ
イ
ド
テ
ッ
ク
か

ら
シ
ー
ル
を
購
入
す
る
費
用

だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
可

能
。
同
社
は
品
質
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
、
シ
ー
ル

の
印
刷
加
工
を
国
内
企
業
に
依

頼
す
る
方
針
で
、
す
で
に
都
内

の
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
と
提
携
。

さ
ら
に
各
地
か
ら
協
力
企
業
を

募
る
意
向
と
い
う
。

正
規
品
認
証
シ
ー
ル
に
は
、

中
国
の
２
次
元
コ
ー
ド
「
Ｇ
Ｍ

コ
ー
ド
」
で
１
枚
ご
と
に
異
な

る
情
報
を
表
示
。
数
㌢
四
方
で

合
成
紙
基
材
の
粘
着
ラ
ベ
ル

に
カ
ラ
ー
印
刷
後
、
Ｐ
Ｐ
ラ
ミ

ネ
ー
ト
を
施
す
。
ロ
ー
ル
ま
た

は
シ
ー
ト
仕
上
げ
で
１
回
あ
た

り
お
お
む
ね
３
０
０
０
～
１０
万

枚
程
度
の
発
注
は
、
す
べ
て
個

別
の
画
像
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
入

稿
と
な
る
。

同
社
の
担
当
者
は
「
特
殊
な

入
稿
方
法
の
た
め
委
託
先
の
確

保
は
難
航
し
て
い
る
。
訪
日
中

国
人
の
『
爆
買
い
』
に
続
き
、

ネ
ッ
ト
を
経
由
し
た
両
国
間
の

商
取
引
は
今
後
大
幅
な
伸
長
が

見
込
ま
れ
、
可
変
情
報
ラ
ベ
ル

の
量
産
に
強
い
企
業
と
共
に
正

規
品
認
証
の
市
場
を
開
拓
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

シ
ー
ル
の
仕
様
な
ど
詳

細
は
同
社
（
☎
０
３
・
５
６ 

２
８
・
６
４
５
０
）
ま
で
。

ラ
ベ
ル
新
聞
社
で
は
現
在
、

当
社
視
察
企
画
の
「
第
１４
回

ラ
ベ
ル
エ
キ
ス
ポ
ア
メ
リ
カ

２
０
１
６
視
察
ツ
ア
ー
」
参
加

者
を
募
集
し
て
い
る
。
ツ
ア
ー

は
６
泊
８
日
の
日
程
。
９
月
１２

日
㈪
に
日
本
を
出
発
し
、
日
本

航
空
を
利
用
し
て
同
日
午
前
に

シ
カ
ゴ
へ
。
到
着
後
市
場
視
察

を
行
い
、
夜
に
は
顔
合
わ
せ
を

兼
ね
た
懇
親
会
を
開
催
す
る
。

翌
１３
日
㈫
と
１４
日
㈬
は
「
ラ
ベ

ル
エ
キ
ス
ポ
ア
メ
リ
カ
１６
」
を

視
察
。
今
回
は
「
ｄ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ

１６
」
開
催
年
で
あ
る
た
め
、
同

展
で
披
露
さ
れ
た
最
新
鋭
機
が

一
堂
に
出
品
さ
れ
、
同
時
通
訳

に
よ
る
場
内
ツ
ア
ー
で
そ
の
詳

細
を
情
報
収
集
す
る
。
４
日
目

の
１５
日
㈭
に
は
、
シ
カ
ゴ
か
ら

空
路
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
移
動
。

１６
日
㈮
に
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
を

訪
問
し
、
製
造
工
場
の
視
察
な

ど
を
行
う
。
１７
日
㈯
は
、
大
手

小
売
り
な
ど
を
周
り
米
西
海
岸

の
ラ
ベ
ル
需
要
を
模
索
。
一
行

は
１８
日
㈰
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を

発
ち
、直
行
便
に
て
翌
１９
日
㈪
・

祝
日
夕
刻
に
成
田
到
着
後
、
解

散
と
な
る
。

当
ツ
ア
ー
の
旅
行
代
金
は

４２
万
８
０
０
０
円
（
２
名
１
室

利
用
の
場
合
、
空
港
税
別
）。

最
少
催
行
は
２０
名
、
募
集
人
員

は
４０
名
。
申
し
込
み
は
７
月
２２

日
㈮
ま
で
。
た
だ
し
、
募
集
人

員
に
達
し
た
場
合
締
め
切
る
。

詳
細
は
、
ラ
ベ
ル
新
聞
社
（
☎

０
３
・
３
８
６
６
・
６
５
７
７
）

ま
で
。

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
対
し
、
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
遠

く
離
れ
た
北
海
道
に
あ
る
当

社
で
す
が
、
同
業
者
が
被
災

さ
れ
た
と
聞
き
、
胸
が
痛
み

ま
す
。
一
日
も
早
い
被
災
地

の
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

当
社
は
１
９
６
３
年
、
私

の
父
親
が
創
業
し
、
現
在
は
、

ラ
ベ
ル
印
刷
を
は
じ
め
、
箔

押
し
や
型
抜
き
、
糸
付
け
、

ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
な
ど
の
２

次
加
工
業
務
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
印
刷
な
ど
を
手
が
け
て
い

ま
す
。
業
務
の
割
合
は
７
割

が
ラ
ベ
ル
印
刷
、
３
割
が
２

次
加
工
で
す
。

ラ
ベ
ル
印
刷
機
は
、
凸
版

間
欠
機
と
平
圧
機
、
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
（
Ｉ
Ｊ

Ｐ
）
を
設
備
。
営
業
は
私
を

含
め
３
人
で
、
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
は
も
と
よ
り
、
一
般
商

業
印
刷
会
社
や
広
告
代
理
店

な
ど
、
２
０
０
～
３
０
０
社

の
顧
客
を
担
当
し
ま
す
。

手
が
け
る
ラ
ベ
ル
の
分
野

は
、
９
割
が
食
品
。
当
社
は

北
海
道
の
中
央
か
ら
や
や
北

に
位
置
す
る
内
陸
の
旭
川
に

あ
る
の
で
す
が
、
北
は
稚
内
、

東
は
根
室
、
西
は
留
萌
ま
で
、

幅
広
い
地
域
が
商
圏
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
食

品
と
い
っ
て
も
農
産
物
や
海

産
物
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

の
が
特
徴
で
す
。

当
社
で
は
、
箔
押
し
の
技

術
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の

中
で
「
納
期
」
は
２
次
加
工

業
務
だ
け
で
な
く
、
ラ
ベ
ル

印
刷
に
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

中
間
業
者
か
ら
受
注
し
て
い

る
た
め
、
ど
う
し
て
も
短
納

期
と
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
作
業
の

効
率
化
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
製
版
は
複
雑

な
多
色
印
刷
を
除
き
、
内
製

化
を
推
進
し
て
い
る
ほ
か
、

極
小
ロ
ッ
ト
の
印
刷
に
関
し

て
も
、
製
版
を
必
要
と
し
な

い
Ｉ
Ｊ
Ｐ
を
導
入
し
て
対
応

し
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
展
開
に
よ

り
、
近
年
は
順
調
に
顧
客
を

獲
得
で
き
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
旭
川

市
を
は
じ
め
北
海
道
内
の
人

口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ラ

ベ
ル
の
受
注
は
伸
び
悩
む
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
さ
ら
に
需
要
の

拡
大
を
目
指
す
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
地
域
的
な
商
圏

も
し
か
り
で
す
が
、
む
し
ろ

営
業
力
の
強
化
が
肝
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
顧
客
に
対
し
て
付

加
価
値
を
創
出
で
き
る
デ
ザ

イ
ン
の
提
案
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
の
で
は
。

近
年
は
、
印
刷
機
な
ど
資

機
材
の
機
能
が
向
上
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
印
刷
の
技

術
力
で
差
別
化
を
図
る
の
が

難
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ラ
ベ
ル

印
刷
会
社
は
創
造
力
を
身
に

付
け
、
デ
ザ
イ
ン
を
は
じ
め
、

お
客
さ
ま
が
本
当
に
欲
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
の
で
す
。

―
―
２
０
１
０
年
に
ス
ト
ー

ン
ペ
ー
パ
ー
の
自
社
開
発
を
開

始
。
翌
年
に
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
の
特

許
を
申
請
し
て
か
ら
５
年
が
経

ち
ま
し
た
。
ま
ず
、
会
社
の
近

況
を「特

許
出
願
後
ほ
ど
な
く
、

ス
ト
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
商
社
の
事

業
を
譲
り
受
け
て
設
立
し
た
当

社
は
昨
年
２
月
、
宮
城
県
白
石

市
に
工
場
を
設
け
て
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

Ｘ
の
製
造
を
開

始
。
そ
の
後
開
幕

し
た
ミ
ラ
ノ
万
博

の
日
本
館
で
も
製

品
が
採
用
さ
れ
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
カ
ー
ド
や
ポ
ス
タ
ー
、

紙
袋
と
し
て
多
く
の
方
に
使
用

い
た
だ
き
ま
し
た
」

「
こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、

こ
の
４
月
か
ら
本
格
的
に
Ｌ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
Ｘ
の
販
売
を
開
始
し
ま
し

た
。
現
在
最
多
の
名
刺
向
け
で

は
、
す
で
に
安
定
し
た
需
要
を

獲
得
。
耐
水
性
を
生
か
し
た
屋

外
広
告
向
け
の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
も
採
用
例

が
あ
る
ほ
か
、
粘
着
ラ
ベ
ル
用

途
に
つ
い
て
も
、
輸
入
商
社
時

代
か
ら
一
貫
し
て
重
要
分
野
と

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
生
産
能

力
に
つ
い
て
は
、
白
石
工
場
の

５
倍
に
あ
た
る
年
間
３
万
㌧
規

模
の
新
工
場
が
、
来
年
１２
月
に

も
宮
城
県
多
賀
城
市
で
稼
働
を

開
始
す
る
予
定
で
す
」

―
―
あ
ら
た
め
て
、
ス
ト
ー

ン
ペ
ー
パ
ー
の
利
点
と
課
題
、

さ
ら
に
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
が
実
現
し

た
特
長
を
整
理
い
た
だ
け
ま
す

か「
ス
ト
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
は
石

灰
石
と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
原
料

と
し
て
い
ま
す
。
仕
様
に
も
よ

り
ま
す
が
、
重
量
比
で
最
大
８

割
を
占
め
る
石
灰
石
は
日
本
国

内
で
自
給
自
足
で
き
る
数
少
な

い
鉱
物
資
源
で
あ
り
、
世
界
の

埋
蔵
量
も
豊
富
。
量
産
が
進
め

ば
１
０
０
％
樹
脂
の
フ
ィ
ル
ム

よ
り
も
安
価
に
提
供
で
き
る
見

通
し
で
す
。
ま
た
、
紙
と
の
比

較
で
は
木
材
を
原
料
と
し
な
い

こ
と
に
加
え
、
製
造
工
程
で
水

を
使
用
せ
ず
、
水
資
源
に
乏
し

い
立
地
で
も
生
産
可
能
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
貴
重

な
石
油
・
水
・
森
林
資
源
を
そ

ろ
っ
て
節
約
で
き
る
た
め
、
エ

コ
ロ
ジ
ー
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
両

面
で
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

秘
め
た
製
品
と
い
え
ま
す
」

「
こ
う
し
た
可
能
性
か
ら
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
過
去
の
ス
ト
ー
ン
ペ
ー

パ
ー
は
品
質
が
安
定
せ
ず
、
さ

ら
に
分
厚
く
比
重
が
高
い
、
印

刷
の
仕
上
が
り
で
紙
に
劣
る
と

い
っ
た
理
由
か
ら
、
思
っ
た
よ

う
に
普
及
が
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
。
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
で
は
、
特
許

を
取
得
し
た
独
自
の
製
法
で
紙

と
同
等
の
比
重
ま
で
軽
量
化
を

実
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
適

切
な
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
の
選
択

に
よ
り
、
Ｕ
Ｖ
・
油
性
の
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
で
紙
に
劣
ら
な
い

仕
上
が
り
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」

―
―
ラ
ベ
ル
へ
の
応
用
の
見

通
し
は

「
印
刷
品
質
で
は
、
Ｕ
Ｖ
オ

フ
セ
ッ
ト
で
十
分
な
水
準
を
達

成
で
き
て
お
り
、
レ
タ
ー
プ
レ

ス
や
フ
レ
キ
ソ
の
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ

で
も
基
本
的
に
問
題
な
く
印
刷

可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
主
原

料
が
〝
石
〟
の
た
め
『
刃
型
の

摩
耗
が
早
い
の
で
は
』
と
の
声

を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
が
、
名

刺
を
大
量
に
抜
き
加
工
し
て

き
た
実
績
を
踏
ま
え
、
ほ
か
の

フ
ィ
ル
ム
基
材
と
目
立
っ
た

差
は
な
い
と
お
答
え
し
て
い
ま

す
」「ラ

ベ
ル
用
途
を
視
野
に
、

現
在
は
基
材
の『
薄
さ
』『
コ
シ
』

と
い
う
２
点
で
改
良
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
薄
さ
で
は

基
材
厚
８０
㍃
㍍
を
目
標
に
、
安

定
生
産
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
構

築
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
コ

シ
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
紙
・

フ
ィ
ル
ム
基
材
に
対
応
し
た

オ
ー
ト
ラ
ベ
ラ
ー
で
そ
の
ま
ま

貼
付
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
年
内
に
は

め
ど
を
付
け
、
製
品
化
を
発
表

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

―
―
今
後
へ
向
け
て
、
最
後

に
ラ
ベ
ル
業
界
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を「し

っ
か
り
し
た
基
材
が
ご

用
意
で
き
た
段
階
で
、
粘
着
ラ

ベ
ル
と
し
て
製
造
販
売
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
る
こ
と
と
な

り
そ
う
で
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
と

い
う
新
素
材
に
可
能
性
を
感

じ
、
共
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」

専用ラベルなどで、中国の公的機関によるサービスに対応

業
界
短
信

東
洋
イ
ン
キ
と
提
携
発
表

色
管
理
製
品
の
販
売
で

エックスライト社

正
規
品
認
証
の
支
援

対
中
輸
出
で
開
始

対
応
ラ
ベ
ル
の
受
託
企
業
募
集

ワイドテック

「第14回ラベルエキスポ視察ツアー」
ラベル新聞社視察企画 / 6 泊 8 日

募集開始    　ロサンゼルス近郊企業を視察
ツアー日程（6泊8日）

日程 発着地／滞在地 現地時刻 交通機関 摘  要 食事

1
2016 年

9 月 12 日
（月）

成田空港
成田発
シカゴ着
シカゴ　　　　　

午前
午前
午後
夕刻
夜

JL010

専用バス

成田空港に集合
空路、シカゴへ

到着後、市内へ（市場視察）
到着後、ホテルへ
懇親会�

（シカゴ泊）

機内食

夕：○

2
9 月 13 日

（火）

シカゴ
終日 専用バス

ホテルで朝食
ラベルエキスポアメリカ 2016 
視察（通訳同行）
� （シカゴ泊）

朝：○
昼：×
夕：×

3
9 月 14 日

（水）

シカゴ
終日 電車

ホテルで朝食
ラベルエキスポアメリカ 2016
視察（通訳同行）
� （シカゴ泊）

朝：○
昼：×

夕：×

4
9 月 15 日

（木）

シカゴ

シカゴ発
ロサンゼルス着

ロサンゼルス

朝

午後
夕刻
夕刻
夜

専用車
AA1063

専用車
専用車

ホテルで朝食
ホテル発、空港へ

空路、ロサンゼルスへ
ロサンゼルス着
空港発、ホテルへ
懇親会（市内レストラン）

（ロサンゼルス泊）

朝：○

昼：×

夕：○

5
９月 16 日

（金）

ロサンゼルス
終日 専用バス

ホテルで朝食
企業視察（通訳同行）
市場視察�

（ロサンゼルス泊）

朝：○

昼：×
夕：×

6
9 月 17 日

（土）

ロサンゼルス
終日 各自

ホテルで朝食
市場視察
� （ロサンゼルス泊）

朝：○
昼：×
夕：×

7
9 月 18 日

（日）

ロサンゼルス

ロサンゼルス発
午前
午後

専用バス
JL061

ホテルで朝食
ホテル発、空港へ
空路、成田へ
� （機中泊）

朝：○

機内食

8
９月 19 日

（月）

成田着 夕刻 到着後、解散 機内

■旅行代金：428,000 円（エコノミークラス利用・お 1 人様／ツインを 2 名様で利用時）
　＊代金に空港税は含まれません
■利用予定航空会社：日本航空（JL）・国際線  /  アメリカン航空（AA）・米国内線
■利用予定ホテル： Double Tree by Hilton Chicago-Arlington Heights（シカゴ）
　　　　　　　   ： Miyako Hybrid Hotel -Torrance（ロサンゼルス）
■訪問都市：シカゴ、ロサンゼルス
■食事：朝食 6 回、昼食 0 回、夕食 2 回（機内食は除く）
■募集人員：40 名（最少催行人員 20 名）
■添乗員：成田空港より添乗員が１名同行します
　＊詳しい旅行条件を記載した書面をお渡しいたしますので、事前にご確認の上お申し込みください
　＊上記日程は変更になる可能性があります

顔

創
造
力
で
提
案
型
営
業
推
進
を

㈱金子シール 社長

金子　正さん

ほ
ぼ
無
尽
蔵
の
石
灰
石
を
主
原
料
と
し
、

ラ
ベ
ル
素
材
と
し
て
も
数
年
前
注
目
さ
れ
た

「
ス
ト
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
」。
そ
の
輸
入
元
が
前

身
の
㈱
Ｔ
Ｂ
Ｍ（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
、

☎
０
３
・
６
２
１
２
・
７
２
７
０
）
は
日
本
の

技
術
力
で
製
法
を
改
良
。
国
内
に
設
け
た
自

社
工
場
か
ら
「
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
（
ラ
イ
メ
ッ
ク

ス
）」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
製
品
を
送
り
出
し
て

い
る
。
製
造
販
売
の
現
況
や
ラ
ベ
ル
用
途
の

展
望
を
山
﨑
敦
義
社
長
に
聞
い
た
。（
相
馬
）

㈱ TBM　山﨑　敦義 社長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ト
ッ
プ

新
素
材「
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
」を
ラ
ベ
ル
に

エ
ッ
ク
ス
ラ

イ
ト
社
の
南

社
長
（
左
）
と

東
洋
イ
ン
キ

の
山
内
部
長

環境と実用の両面で可能性を期待され
る LIMEXはミラノ万博でも採用された
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